
　 台風や豪雨は、 襲来時期や規模を ある程度予測

するこ と ができ ます。 日ごろ から 天気予報を 気に

かけ、 注意が必要な と き にはテ レ ビ やイ ン タ ー

ネッ ト で最新の情報を 収集するよう にし まし ょ う 。

　 風水害・ 土砂災害の被害は、 地形と 深い関係がある

ため、 過去の被害の情報が役立ちます。 昔から 住んで

いる人などに過去にどのよう な被害があっ たのか聞い

てみまし ょ う 。 また、 ハザード マッ プで事前に危険個

所を 把握し まし ょ う 。

こ んな土地はこ んな災害に注意

●浸　 　 水　 沖積地、 河川敷

●土砂災害　 造成地、 扇状地、 山地

風速15ｍ（ 毎秒） 以上の半径

（ 気象庁によ る ）

最大風速（ 毎秒）

（ 気象庁によ る ）

（ 気象庁によ る ）

（ 気象庁によ る ）

平均風速（ 毎秒） 予報用語 想定さ れる 被害

1 0 m 以上～ 1 5 m 未満 やや強い風 風に向かっ て歩きにく く なる。 取り 付けの不完全な看板やト タ ン板が飛び始める。

1 5 m 以上～ 2 0 m 未満 強い風 風に向かっ て歩けない。 転倒する人が出る。ビ ニールハウスが壊れ始める。

2 0 m 以上～ 2 5 m 未満

2 5 m 以上～ 3 0 m 未満

3 0 m 以上～ 猛烈な風 屋根が飛ばさ れる 。 木造住宅の全壊が始まる 。

1時間の雨量（ ｍｍ） 予報用語 想定さ れる 被害

1 0 m m 以上～ 2 0 m m 未満 やや強い雨 地面から の跳ね返り で足元がぬれる。長く 降り 続く と きは注意が必要。

2 0 m m 以上～ 3 0 m m 未満 強い雨 傘をさ し ていても ぬれる。側溝や下水、小さ な川があふれ、小規模のがけ崩れが始まる。

3 0 m m 以上～ 5 0 m m 未満 激し い雨 道路が川のよう になる。 山崩れ、 がけ崩れが起き やすく なり 、 危険個所では避難の準備が必要。

5 0 m m 以上～ 8 0 m m 未満 非常に激し い雨 水し ぶきで視界が悪く なる。 地下に雨水が流れ込む。 土石流が起こり やすい。

8 0 m m 以上～ 猛烈な雨 大規模な災害が発生する 恐れが強い。 厳重な警戒が必要。

台風の大き さ と 階級分け

風の強さ と 想定さ れる被害

雨の強さ と 想定さ れる被害

台風の強さ と 階級分け

非常に強い風（ 暴風）
立っていら れない。屋外での行動は危険。樹木が根こ そぎ倒れ始める。

し っ かり と 身体を確保し ないと 転倒する。 風で飛ばさ れた物で窓ガラ スが割れる。

3 3 ｍ以上～ 4 4 ｍ未満

4 4 ｍ以上～ 5 4 ｍ未満

5 4 ｍ以上  

強い

非常に強い

猛烈な

大型（ 大き い）

超大型（ 非常に大き い）

5 0 0 ｋ ｍ以上～ 8 0 0 ｋ ｍ未満

8 0 0 ｋ ｍ以上

風水害対策の基本は情報収集から風水害対策の基本は情報収集から 平常時の備え平常時の備え

過去の被害を参考にし よう過去の被害を参考にし よう

　 家屋にも 浸水や強風への備えが必要です。 台風や豪雨が迫っ てから の対策は危険なので、

日ごろから 周囲を点検し ておき 、 自分で改善できないも のは専門業者に相談し てみまし ょ う 。

階 級 階 級

　 雨や風が強く なっ てから 対策を始める のは危険

がと も なう ので、 台風の接近が予測さ れたと き に

は早め早めに準備をし まし ょ う 。

　 集中豪雨と は、 短時間のう ちに狭い地域に集中

し て降る 豪雨のこ と です。 発生の予測が難し く 、

急激に状況が変化するため、 少し でも 異常や危険

を 感じ たら 、 すぐ に避難するよう にし まし ょ う 。

注意報は何か災害の起こ る恐れのあると き に

発令さ れます。 警報は「 重大な」 災害の起こ

る恐れのあると き に発令さ れます。

わが家の風水害 対策
風水害
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家屋のチェ ッ ク ポイ ント

• かわら やト タ ン のひび割れ、

ずれを なく す

• アンテナを し っ かり と 固定する

屋根

• ひび割れ、 破損、

　 ぐ ら つき がないか確認

窓ガラ ス

• 強風に飛ばさ れそう なも のは

置かない

ベラ ンダ

• プロパンガスのボ

ン ベはし っ かり 固

定する

屋外の設置物

• がたつき がないよ う に

補強する

雨戸

• つなぎ目のはずれ、 塗料のはがれがないか確認

• 土砂や落ち葉で詰まら せないよ う に掃除し ておく

雨どい



早期の避難早期の避難危険を察知し たら 、と にかく を心がけてく ださ い

被害が心配さ れ ると き には風水害
対策②

風が強いと き風が強いと き 土砂災害は前兆に注意を土砂災害は前兆に注意を

屋内では 路上では

　 風圧や飛来物で窓

ガラ スが割れ、 破片

が吹き 込む危険があ

り ます。 内側から ガ

ムテープを×にはり 、

カ ーテン を 閉めてお

き まし ょ う 。

　 看板が飛ん だ り 、

街路樹が倒れたり す

る 危険があ る ので、

近く の建物の中に避

難し ま し ょ う 。 た だ

し 、 大雨を と も な う

場合には、 地下室や

地下街には逃げ込ま

ないよう に。

大雨のと き大雨のと き

屋内では

車の運転中は

河原では

　 床下・ 床上浸水の危険

があり ます。 家具や貴重

品など を2 階へ移動さ せ

まし ょ う 。

　 豪雨で 視界が悪く 、

操作ができ なく なる危

険も あり ます。水が少

ない場所を選びながら、

ゆっ く り と 高台へ避難

し まし ょ う 。浸水で エ

ン スト し たと き には、

無理に再始動さ せると

エンジンを 傷めてし ま

います。

　 急な増水や土砂災害の危険があるので、

川な ど に は近づ かず、 す ぐ に 避難し ま

し ょ う 。 そ こ で 雨が降っ て いな く て も 、

サイ レ ン など の警報が聞こ えたら すぐ に

逃げてく ださ い。

　 遠賀川中間観測所の水位がはん濫注意

水位（ 3 .7 0 m ） を 超え、 その後も 水位の

上昇が見込ま れる 場合に は、 な かま コ

ミ ュ ニテ ィ 無線で「 遠賀川が増水し てい

ます。 注意し てく ださ い。」 と 放送し 、 注

意を 呼びかけます。

　 土砂災害は発生すると 大き な被害を 引き 起こ し ます。 長雨や大雨のと き に次のよう な現象を確認し

たら 、 早めに避難し 、 防災機関に通報し まし ょ う 。

がけ崩れ 土石流 地すべり

• がけから の水がにごる

• 地下水やわき 水が止まる

• 斜面のひび割れ、 変形がある

• 小石がぱら ぱら 落ちてく る

• がけから 音がする

• 異様なにおいがする　 　 　 など

• 近く で山崩れなどが発生

• 立木の裂ける音や岩の流れる 音

がする

• 雨が降り 続いているのに、

　 川の水位が下がる

• 川の水がにごっ たり 、 流木が交

ざる　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 など

• 地鳴り 、 家鳴り がする

• 根の切れる音がする

• 地面が振動やひび割れをする

• 家やよう 壁、 道路に亀裂が入る

• 家やよう 壁、 樹木、 電柱が傾く

など

動き やすく 安全な服装で

ヘルメ ッ ト や防災ずき んで頭を

保護。 靴は長靴より も ひも でし

めら れる運動靴に。

隣近所で声を掛け合い、
集団で避難する
単独行動はし ない。 はぐ れないよ

う にお互いの体を ロープで結ぶ。

深さ に注意

歩行可能な 水深は、 約5 0 cm 。

水の流れが速ければ、 2 0 cm 程

度でも 要注意。 無理を せず、 高

所で救助を待つ。

災害時要援護者の
安全を 確保
高齢者や傷病者などは背中に背負

い、子どもには浮き袋をつけさ せる。

足元に注意

水面下にはマンホールや側溝など

の危険が。 長い棒を つえ代わり に

突き 、 確認し ながら 歩く 。

風水害から の避難の注意点

避難に関する情報に応じ た行動を

●避難準備（ 要援護者避難） 情報

　 避難する のに時間がかかる 要

援護者（ 高齢者や障がい者など）

は、 指定さ れた 避難所への避難

行動を 開始する 。 要援護者の避

難を 支援する 人は支援行動を 開

始する。

●避難勧告

　 避難対象地域内のすべて の住

民は、 指定さ れた 避難所への避

難行動を 開始する。

●避難指示

　 避難中の住民は、 避難を た だ

ち に完了する 。 ま だ避難し て い

な い住民は、 た だち に避難行動

に移る。 も し 避難する 余裕がな

ければ建物の高所に移る な ど 生

命を守る最低限の行動を と る。

※大雨で土砂災害の危険性が高まっ たと き、自主避難の判断の参考になるよう「 土砂災害警戒情報」 が発表さ れるこ

と があり ます。ただし 、情報が発表さ れていなく ても 、普段と 異なる状況に気づいたら すぐに避難し てく ださ い。

●
風
水
害
対
策
②

■
■
■

強
風
・
大
雨
の
と
き
の
注
意
を
知
る
　■
■
■

避
難
の
注
意
点
を
知
る　 たと えば次のよう な状況で、 建物倒壊の危険がないと

判断さ れる場合は、 自宅や近隣建物の２ 階以上へ緊急一

時避難し 、 救助を 待つこ と も 検討し てく ださ い。

●避難路上の危険個所がわかり にく い

●ひざ上まで浸水し ている（ 5 0 cm 以上）

●浸水は2 0 cm 程度だが、 水の流れが速い

　 風水害から の避難は、 避難所などへの「 水平避難」 か、 階上への「 垂直避難」 のいずれかが基本

です。 危険が切迫し ている場合は、 指定さ れた避難所への移動だけでなく 、 命を 守る最低限の行動

が必要な場合も あり ます。

命を守る最低限の行動を


